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緒言

酵母ご培 養液 この關係 は密接 にして適合性の自 ら存 する事を見 る即 ち麥酒製造

には姿酒酵母あ り清酒 には清酒酵母あ るが如 し

壷灘 に於 て酒精製造の原料 こ して専 ら使用せ らるる糖蜜 に も亦適合性酵母の存

在す る事は當然 に して壷灣 各酒精工場 に於ては當研究所 標本396號 酵母 を以 て糖

蜜醗酵に最 も適合 した る優良酵母ご認 め現今專 ら使用 しつ、あ り

著者の一人(中 澤)(1)は臺灣 産糖蜜,糖 蜜酸酵液,白 糟 及米酒膠等 より數 百種の

酵母 を分離 し菌學的研究の一部に於て糖蜜 に封す る醗酵力 を検 し同時 に中間工業

的糖蜜酸酵試験を行ひ優良酵母撰出に努力せり 又農學士岡崎宗治氏(2)は壷灘産以

外の酵 母を用ひ糖蜜に甥す る醗酵力試驗 を行へ り最近當研究所醸造科(3)に於ては

壷灘 にて著者の一人(中 澤)の 分離記載 したる酵母中よ り優秀 な る酵母3種 を撰

定 し中間工業的糖蜜酸酵試験 を行ひ396號 酵 母を以 て優良酵 母こなせり 又著者の

二人(中 澤、武田)及 び松本萬里(4)は熱帯地 に於 いて醗酵 に適合せり 云は るる

Saccharomyces thermantitonumと396號 酵母 この糖蜜醗酵比較試驗 を行ひた るに

Saccharomyces thermantitonumの 醗酵力は396號 酵母 に比 し遙かに劣れ る事 を認

めたり

著者等は此の396號 酵 母似上の優良な る酵母を得んご欲 し壷灣 産甘蔗 に附着 し

たる酵母及 び甘蔗 の生育す る土壌 中に存在す る酵母 を分離 し優良酵母の檢索を行

へり
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實驗

(1)豫 備 試驗

(a)甘蔗 及其他の採集

綿栓 を施 した る採集瓶 を始 め乾熱殺菌 し之 れを携帯 して臺灘各地に至 り甘蔗 の

切株,幹,幹 の傷 口及甘蔗 の生育 し居 る土壌 を入れ綿栓 を施 し持蹄 り酵母の分離

に供 したり其際60%Alkohol及 酒精燈 を携帯 し小刀及鋏等を殺菌 し菌學的注意

を以 て行へり

(b)酵 母の分離

採集 した る各標本 をBllg.10° 麹汁及び殺菌水道水に入れ前者は直 ちに30℃

Thermostatに 牧容 して酵母繁殖の有無を檢 し醗酵歌態を呈 する ものは季面培養 を

行 ひ分離 し後者は數分間振盪 後約１ 時間放置 し後李面培養を行ひ分離 せ り而 して

各 々Lindner氏 の小鮎滴培養 を以て純粋培養を行ひ撰抜試驗 を行へ り

(c)豫 備試驗 の結果

前記(a)の 標本各 々10種 宛 を1地 方 にて採集 し12地 方の標本 を集 め(b)に

於 けるが如く麹汁中 にて醗 酵せ しめ酵母の存在有無 を[)し た るに次の結果 を得た

り

故 に酵母存在の%よ う考察 すれば甘蔗 の切株 は酵母の存在最 も多 しよつて憂

灣各製糖工場及専賣 局 に依頼 し甘蔗 の切株の採集 を行ひたり

(2)撰 抜 試

驗採集各地名 に番號 を附 し(01,02,…)又 各採 集瓶 に番號 を附 し(0101,0102,

0201,…)分 離 したる酵母に番號を附 して0100101,020101… の如 く記 して分離分

類 せ り即 ち010101の 始 めの01は採 集地名 を表 し次の01は採 集瓶郎 ち採集物

の種類 を表 し終 りの01は 酵母の分類 を表 しだ り又麹汁中よ り分離 した るものは

特 に上記附號の終 りにK字 を附 したり
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臺灣の北部 よ り南 部 に至 る26地 方 より採 集 し先 づ分離 後麹 汁寒 天斜 面培 養基

に移 植 せり 其 數450種 なり 中 より 肉眼的 に優 良 な る もの145種 を撰 出 し之 れを

純粋 培 養せ り

此 の145種 ご著 者 の 一人(中 澤)が 大 正15年5月Javaよ り持歸りた るSa-

ccharomycessp.(tuac)及Arrackの醪 中 よ り分 離 した る酵 母著 者の、二人(中 澤,

武 田)が臺灣 蕃人 の酒醪 中 よ り分 離 した る酵 母 を加 へBllg.20° の糖蜜 液 に移植

しas6酵 母 を標 準 ご して醗 酵 試驗 を行 ひAlkohol%を檢 し第一囘 撰抜 を行 へ

り尚醗酵 の遲 々た る もの は途 中にて試驗 を中止 し廢棄せり 中醗酵 試驗 を持續 し

た る もの 、醗 酵 日數 及Alkohol%次 の如 し

(試 験 方 法)

各 酵 母をBllg.10° 麹 汁10c.c.を 入 れた る試驗 管 に一 白金 耳移 植 し4$時 間

30。CThermostatに 置 き一 方500c.c.細 口硝子瓶にBllg.20° 糖 蜜液300c.c.を

入れ殺 菌 す之 れに前記 試験管 にて培養 した る ものの沈 澱 の み を入 れ硫 酸 を入 れ

たる醗 酵通 氣管 を附 し30℃Thermostatに 置 き毎 日CO2の 減 量 を秤 量 し減 量 止 る

に至 りAlkoho1を 定量 せ り

AlkoholはAlkOholmeterを 以 て定 量 し下記數 字 は2箇 瓶 の,平均 な り

第 一囘 撰 抜 結 果

符 號 地 名 種 類採 集 年 月日

03高雄州 東郡 里港 庄磚 仔地T.13.11.11

03甘 庶P.O.J.No.100切 株

04高 雄 州 橋 子頭濠 水庄T.13.11.13

03土 壌

06高 雄 州橋 子頭土 庫 庄T.13.11.13

01甘 庶Java實 生No.138切株

03〃

04土 壌

07高 雄州 橋 子頭 西 爺 農場T.13.11.13

02甘蔗P.O.J.No.25切 株

08臺 中州 員 林郡 員 林 街T.13.11.16

01廿蔗Demerara切 株

02〃

06〃 幹

07土 壌

08〃

09〃
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10臺 中州彰化郡 顔〓T.13.11.16

02甘蔗Demerara No.117切 株

11臺

中州彰化郡和美庄中寮T.13.11.16

06甘蔗 P.O J. No.105 切株

08土 壌

12臺中州 大屯郡 大里庄 内新T.13.11.18

06土壤
14〃

16臺 北州淡水附近T.14.l.16

04水 田稻藁

17高雄州潮 州郡 萬里農場T.14.1.16

08甘蔗Java實生No.161

19臺南州外溪州T.13.12.29

08甘蔗 の切 株

15臺 南州南 靖 〃No141切株T.13.12.26

Botan,

M Hefe

臺灣鯉ボタ ン社蕃 人 の 酒

醪よ り
T.14.3.8

R.P."ラ イ社蕃人 の使用すT.13.5.6
Hefeる白〓 よ り

P.Z.

Hefe

臺灣ライ社 蕃 人 の使 用 す

る ジ ユ リ ス(植 物 に して

白〓 代用)よ り

T.13,5.6

P.Hefe〃 酒醪 より)"

K. Hefe"

Sacch.
sp.(A)

ク ス ク ス蕃人 の酒

醪より)

Arrackの醪 よ り

〃

T.15.5

〃(t)Java商 工省試験場より"

酵母符號〓 酵日數Alkohol(vol.%)

(a組)396 5 6.02

121405k 10 4.44

191501 10 3,84

040301 11 5.14

080801 8 5.90

060301k 17 5.50

160401 13 3.70

070203 13 0.78

100201k 18 5.38

030301k 15 5.32

#160402 8 6.38
070601 9 5.78

080101k 12 4.92

080201k 13 5.18
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上記 に於 て醗酵 日數長 きもの及Alkohol%の396號 酵母 に比 し遙 かに低 き も

の を除 き(#)印 を附 しあ るもののみを以て第二囘 撰 試験を行へ り

第 二囘 撰 抜 試驗

醗酵試驗法は第1囘 撰抜試驗と同様 に行ひ下記敷字は2個 瓶の平均を以て表は
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せ り
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上 記 に於 て醗 酵 日敷 比較 的短 く且 つ初期 に於 け る醗 酵の旺 盛 に してAlkoholの

生 産低 か らざる酵 母 を撰 出せ り(#印 の あ る もの)即 ち080915 080917k, 120605k,

 Sacch. SP・(t), Sacch. sp.(A)の5種 に して此 の各 々に付 形態的 ,生 理 的 に比較研

究 せ り

(3)各 酵母の形態生理

(a)採 集場所及種類

080915 臺 中州 員 林郡 員林街 に於 て 甘蔗Demeraraの 生育せ る土 壌

080917k 同上

120605k 臺中 州 大 屯 郡大 里 庄 内新 に於 て 甘蔗P.O .J. 2714號 の 生育 煙 る土壌

Saccharomyces sp,(t) Java商工試驗場 よ り分與

"　 "(A) Java Bataviaの某Arrack醸 造所 の醪

(b.) 形状,大 さ

Bllg.10° 麹 汁 に 一白 金 耳 移植 し30℃ Thermostatに48時 間 培 養 し其 沈

澱酵母を採 取 槍 鏡 せ り

(c)内 容

前記同様 に操作 した る酵母 に就て検鏡 せり

菌 の 種 類性 質 空房粒状體粒状體の運働Glykogen

O60915 Wolkig, 十 十 - 十

 080917k 〃 + + - 

+120605k " 廾 ＋ ＋ -

Saccharomyces SP.(t) " ± 十 一 一

Saccharomyces sp.(A) 〃 ± 十 一 廾

(d)巨 大聚落(第1圖 参照)

(b)と 同樣 なる酵母(沈 澱の部分のみ)を 用 ひ殺菌 したる毛細管 にて吸ひ上 げ

其一滴 を麹汁晒膠上 に落 し2ケ 月間12～20℃ に於て培養せ り
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080915:一 中央凹む後隆起 し急 に下降 して周邊に 至 る暦線を爲 したる皺を生 じ

又放射流 を生す周邊明瞭に して凹凸 あ り荻 白色 に して乾燥状 な り裏面は中心部 に

粒状存在 し周邊 に至 るに從 ひ小 な り

080917k:－080915と 同 形 同 質 な り

120605k:-中 央凹み後隆起 し〓獄 を生 じ後稍 下降 し次いで隆起 し漸次 下降 して

周 邊に至 る而 して層線状及放射獣に〓 を生す放射状 の〓 は極 めて小 な り周邊明瞭

に して凹凸 を生す表面 は灘氣を帯 びBatterの 如 し裏面は中央部dia.1Ocm.の 球

状を爲 し其周 りに巾0.5cm.の 輪帯ありて 凹凸 を生す其の外部 に又輪帯を生ず

Saccharomyces sp.(t):- 中央稍 凹み後 隆 起 し急 に下 降 して周 邊 に至 る同心 圓 形

の層線2)極 めて小 な る もの 多 く存 在 し比較 的滑 か な り周邊 明瞭 圓満 なり 裏 面 は粒

状に して中央 部 に存 在す る もの大 に して周 邊 に至 るに從 ひ小 こな る灰 白色 に して

乾 燥5伏な り

Saccharomyces sp.(A):-中 央 凹み後隆 起 して下降 し周 邊 に至 る微 細 な る放 射流

あり 周邊 圓滿明瞭 な り白色 に して乾燥状 なり 裏面 は粒状 に して 中央部大 に して周

邊 に至 るに從 ひ小と な る

(e)斜 面培養(第2圖參 照)

前記同榛 なる酵母 を用ひ麹汁晒膠 を用ひて斜面培養 し12～20℃ に於 て2ケ 月

間培養 せり

080915:‐ 中央 線 凹み滑 か な う後隆起 して下 降 し層線 を生 じ階 段 を形成 す又 放

射流 を生 す周 邊明 瞭 に して 凹凸 あ り

080917k:‐ 080915に 同 じ

120605k:‐080915と 略 同様 な り中央線 は滑 か な らす顆状 な り

Saccharomyces sp.(t);‐ 中央線 凹 み滑 か な り後 隆 起 し下 降 す層線 あ り放射 流 は

微 細 な り周邊 明 瞭凹凸 あ り

Saccharomyces SP.(A):‐中央 線硝稍低く 滑 か な り後 隆起 し放 射流 を生 じ下 降 す

周 邊 明瞭 に して小 な る凹凸 あり

(f)穿 刺 培 養

前記岡同様なる酵母 を用 ひ穿刺培養を行ひ12～20℃..2に 於て2ヶ 月間培養せ り

080915:‐‐ 穿 刺溝中によく繁殖 し顆粒状 に して玉 を連 ねたるが如 し中央に於い

てgasを 獲生 し室房を生す表面は中央凹み後隆起 して下降す放射流 を生す周邊明
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瞭 な り

080917k:一080915と 同 じ

120605k 穿 刺溝 は よ く繁 殖 し玉 を連 ねた るが如し その各 々よ り外 部 に 向 つ て

毛 朕 に發 育 すgasを 獲生 し空房 を生 す表面 は中央 凹 み急 に隆 起 し下降 す放 射流 の

溝 あ り周邊 明 か な り

Saccharomyces sp.(t):一 穿 刺溝 は稍發 育 良好 なり 玉 を連 ねた るが如 し玉は下 部

に至 るに從 ひ急 に小 こな るgasを 登生 して空 房 を生 す表面 は中央 凹み後 隆起 し下

降 し皺 線 を見 す滑 か な り

Saccharomyces sp.(A):一 穿刺 溝 の發 育 は不良 に してgasを發 生 した る室房 の

壁面 に發 育 す表面 は中央 凹 み後 隆起 下降 し放 射流 の溝 を生 す周邊 明か な わ

(g)液 盤 培養 基 に於 け る發 育状 態

Bllg.10° 麹 汁5c.c.を 試驗 管 に入れた る もの に各 酵母 一 白金 耳 を移 植 し30

℃ Thermostatに 牧 容 し檢 せり

菌の種類gas沈 澱 酵母輪 皮 膜 液 の状 態

080915 移植後4日目にgas發生止ろ雲霧状に散る9日目に形成す混濁す3日目より透明となる

080917k 〃〃〃〃〃

120605k 〃 管壁に附着すろものあり塊状に散ろ形成せす4日目に形成す常に透明なり

Saccharomyces sp.(t)移植後5日目にgasの發生止ろ雲霧状に散ろも少し20日目に形成す形成せす混濁す5日目より透明となるSaccharomyces sp. (A)移植後6日目にgas發生止ろ雲状霧に散ろ20日目に形成す形成せす混濁す4日目より透明となろ

(h)胞 子 形 戒

Blig.10。 麹 汁入50c.c.容Pasteurkolbenに 一 自金耳 酵母 を移植 し48時 間30。

Cに 於 て培 養 し後 上澄 液 を除 き沈 澱酵母 の み同だ様な るPasteurkolbenに 移 入せ し

め24時 間30℃ に於 て培 養 し其 沈澱 酵母 のみ を取 りてSchale中 に入 れた る殺

菌石 膏塊 上 に培 養 し25℃,30℃,35℃ のThermostatに 牧 容 し胞 子生産 を檢 せり

120605kは 胞 子形 成 な し

生 産 時 間 個敬 の%

菌 の 種 類形 態 大 さ(μ)
25℃ 30℃ 35℃ 1 2 3 4

080915 14～15 11～12 11～12 球 形 直裡 2.51～3.76多 くは3.0～3.5 0 49 50 1

 080917k 14-16 11～14  11～12 〃 直徑 〃 〃 0 31 69 0

120605k  一 一 一 一 一 一 一 一
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Sacch.sp.(t)15～16 14 13～14 球 形 直 径1.87～4 .37多 くは2.5～3.5 5 36 51 8

Sacch. sp.(A) 20～21 19～20 18～19 〃 直徑1 .16～4.80多 くは2、5～3.5 75234 7

(i)胞 子 登 芽

各種 に於 て發芽の際接合 せず

(j)發 育 の 最 適 温 度

100c.c.容Erlenmeyerkolbenに25c .c.Bllg.10゜ 麹 汁 を 入 れ た る もの に 豫 め殺

菌 水道 水 に て釋 した る 酵 母 液lc.c.を 移 植 し各 温 度 の"Thermostatに24時 間

問 培 養 し後Haemacytometerを 用 ひ 酵 母 敷 を 計 算 せ り

其 結 果 次 の 如 し(1c.c.中 の 酵 母 敷)

移 植 直 後菌の 種 類
25℃ 30℃ 33℃ 35℃ 37℃ jc.c.

中 酵 母 敷

396 5,584,615 6,938,461 10,692,307 9,984,615 6,676,922 994

080915 7,261,528 10,523,066 12,061,528   9,369,329 5,430,768 82

8080917k 5,261,528 8,046,153 9,338,460 7,676,921 4,876,921  1171

120605k 4,646,153 8,153,845. 8,333,076 8,548,461 4,425,384 781

Saccharomyces sp.(t) 7,999,899 10,353,844  10,399,989 10,384,614 5,799,998 810

 Saccharomyces sp,(A) 4,446,163 9,153,814  9,538,361 10,461,438 3,907,682 405

故 に396號 酵 母 は33℃,080915及080917kは30～33℃‘120605k Sacch sp.

（t)及(A)は33～35℃ を發 育 の 最 適 温 度 ざ す

(k)〓 酵の最適温度

Bllg.10° 麹 汁5c.c.入 試験 管 に酵母 一 白金 耳 を移 植 し30℃Thermostatに48

時 間培養 した る もの をBllg.20。 糖蜜 稀釋 液300c.c..入 細口 硝 子瓶 に移 入 せ しめ

硫酸 を入 れ た る醗 酵通氣 管 を附 し24時 間 各温度 のThermostat中 に培 養 しCO2

の量 を測定 せり

其 結 果次 の如 し

菌 の 種 類 25℃ 30℃ 33℃ 35℃ 37℃

396 2.92(8.} 12.42(8.) 13.35(8,) 13.42(g.)    12.87(8.)

080915 7.92 14.72 15.02 14.00 14.50

080917k 7.40 14.80 15.25 15.65 14.62

120605k 5.53 15.52 17.97 16.4 14.06

Sacch, sp.(t) 6.75 14.82 16.45 14.57 14.57

〃 (A) 4・62 11.35 13.90 14.35 15.12

故 に396號 酵 母080917k,120605kは33～35℃,080915は30～33℃, Sacch.
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sp.(t)及(A)は33～37℃ を醗酵 の最適 温度 こす

(1)死 滅 温 度

Bllg.10° 麹 汁5c.c.入 試験 管 に酵 母 一 自金 耳移 植 し30℃ Thermostatに24時

間培 養 し其 の一 自金 耳 を他の 同様 な る試験 管 に移植 し各 温度 に10分 間牧 容 し後

取 出 し30℃ Thermostatに 牧容 して發 育 の有 無 を槍せ り

十 繁 殖す 一 死 滅 す

菌 の 種類 53℃ 55℃ 58℃ 60℃

396 + 一 一 一

080915 十 十 十 一

080917k 十 十 + 一

120605k + 一 一 一

Sacch, sp.(t) 十 十 一 一

〃 (A) 十 十 一 一

(m)Alkoholに 劉 す る抵抗

Bilg.40℃ の糖 蜜液 にAlkohol,水 を種 々な る割合 に混 じBllg.約20℃と 爲

し之 れ に酵 母 一 白金耳 を移植 し30℃Thermostatに 牧 容 し醗酵 有無 を24時 間

48時 間後 に検せ り

+ CO2の發生 あ り 一 CO2な し

080915,080917k, Sacch.sp.(A)の 各 々 はAlkoholに對 す る抵 抗 力 強 く120605k

最も 弱 し
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(n)各 種糖類及其他 に樹す る〓酵能否

麹汁寒天斜面培養酵 母を用 ひLindner氏 小醗酵試験 によ り検せ り

(o)繁 殖と 水 素 イ オ ン 濃 度

Hayduck液25c.c.に0.5%粉 末Oryzaninを 添 加 し200c.c. Erlenmeyerkolben

に 入 れN/10NaOH, N/10HCL及 水 を 一 定 量 宛 添 加 し常 法 に 從 ひ 殺 菌 し之 れ に 殺

菌 蒸 溜 水 に て 稀釋 し た る 酵 母 含 有 液 を1c.c.宛 添 加 し後PH價 を 測 定 し30℃ The

rmostatに8～10時 間 培 養 し後Haemacytometerを 用 ひ 酵 母 敷 を 計 算 せり
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(p)醗 酵 ご水 素 イ オ ン濃度

(o)とご同機 な る培 養基50c.c・ に前 記 よ6多 量の酵 母含 有液 を1c.c.宛 移植 し硫

酸 を入れ た る醗 酵通氣管 を附 し30℃Thermostatに 牧容 し14～15時 間後取 出 し

CO2 gasの 減 量 を測定 せ り

(P)醗 酵 試 験

糖 蜜稀釋 液(Bllg.20°)300c.c.を 細口 硝 子瓶 に入 れ殺 菌 し之 れ にBllg.10° 麹

汁5c.c.に30℃ に於 て48時 間培養 した る沈 澱酵母 の み を移植 し硫酸 を入 れた

る醗 酵通 氣管 を附 し30℃ Thermostatに收 容 し毎 日CO2,の 減 量 を檢 しCO2の

減量 の 止 りた る時分 析 に附 せり

菌 種〓酵前の總糖分%〓酵前の酸度(c.c.)〓酵後の總糖分%〓酵後の酸度(c.c.)〓 酵時數・ 醗 酵 歩 合

396 13.42 0.8 0.84 2.72 96 90.38

080915 〃 〃 0.71 2.60 144 86.29
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080917k 〃 〃 0 .78 2.27 168 90.67

120605k 〃 〃 0 .79 2,17 96 89.68

Sacch, sp.(t) 〃 〃 0 .71 3.12 144 90.50

Sacch, sp.(A) 〃 〃 0 .73 3.05 144 88.38

上 記 に於 て總 糖分 はN/5HCIに て轉 化中 和後Bertrand氏 法 にて定 量す

酸 は100c.c.を 中和 す るに要 す るN/1NaOH c.c.數

〓酵 歩合 はGay-Lusac氏 の方 程式 に從 ひAlkoho1理 論数 を求 め之 れに て生 じ

たるAlkohol量 を除 し100を 乗 じた る もの な り

(q)分 類 上 の位 置

080915及080917kは 同一種と 認 め共 にSaccharomycesに 属 し著者 の 一人(中

澤)(5の 分類 表 中のAaに 艦 す又Sacch. sp.(A)も 同様 な りSacch.sp.(t)は 上

記 分類 表 のAbに 属 す120605kは 胞 子 の生産 な し故 にTorulaに屬 し上 記分類

表 のTorula bに屬 す

總括 及意 見

1.080915と080917kと はDextrinを〓 酵 し且 つMaltoseを〓 酵 す るを以

て澱 粉原 料 より の酒精 の生産 に適 し120605k.Sacch. sp.(A)及(t)はDextrinを

醗酵 せず又Sacch.(A)及(t)はMaltoseを 醗 酵 せず 故 に糖 蜜原 料 より の酒 精生

産 に適 す

2.080915及080917kはPHの 比較 的低 き場合 に もよ く醗 酵す故 に酸 を添加

しBakteriaの 繁殖 を抑 制 した る醗醸酵 液 に使 用 す るを得

3080915iz .. osogi7kε はAlkonorに}す る抵抗 力 強 く熟 に封 す る抵抗 力 も

比較 的強 し

 4.Sacch. sp.(A)及(t)は 醗 酵及 繁殖 の最適 温度 高 きを以 て高温 醗 酵 に適 す

熱帯地 に生 す る酵母 は最適 温度 高 し

5.醗 酵 歩合 及醗 酵時 敷 は各酵母 に於 て一長 一短 あれど も現 在使 用 せ る396號

酵 母に優 る もの な し

6.余 等 の 實驗 の範圍 に於 ては優 良酵母 は土壌 中 に存 在 し甘蔗 の切株 に於 て は

之 れ を發 見 す るを得 ざ りき

尚本研 究は續行 す本 報 告 を登表 す るに際 し標 本 を御送 付下 され し島 内各製 糖會

社及專賣 局 の各位 に深謝 す

(昭 和 年五 七月 皇灣 総 督府 中央 研究所 工業 部醗 酵工業 科研 究室 に於 て)
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